
ハウスオブジョイの復旧状況について 

コンベンションホール（歓送迎会やパーティー、勉強会などに使用） 

 

屋根と一部の梁、電気配線が焼失。復旧予算約 10 万ペソ。（約 22 万円） 

サウンドシステムが熱と消火の水で故障。修理できれば 3000ペソ、買い替えなら 1万ペソ。 

その他、扇風機や電球などが熱と消火の水で故障。買い替え予算約 3000 ペソ。 

 

屋根を修復完了（10 万ペソ）。電気配線完了（12500 ペソ）。 

サウンドシステムはほとんどお金をかけずに修理できた。 

扇風機、電球の買い替えに 10400 ペソ。扇風機は烏山さんの法要が済み次第設置予定。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

床の焦げ跡が目立つ上に、経年の劣化もあるため、4 万ペソにて床の張替えを業者に依頼。 

烏山さんの法要が済み次第作業に着手予定。 

 



クボタハウス（ビジター用ダイニングキッチン、烏山夫妻居住棟） 

 

8 割が焼失。バリアフリー化して再建予定。復旧予算約 30 万ペソ（約 65 万円） 

冷蔵庫が完全に故障。買い替え予算約 15000 ペソ。 

テーブル、棚、食器類や調理器具などがほぼ使用不能。買い替え予算約 10000 ペソ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

建て替え作業が進行中。8 割方完成。建設費用 30 万ペソ支払い済。 

冷蔵庫はダバオにて新品を購入。15000 ペソ。 

調理器具などは建物が完成し次第、順次買いそろえていく予定。 

 

 

 

 

 



ライブラリー（最近 IT ルームとして改築したばかり） 

 

全焼。建て替え予算約 10 万ペソ。（約 22 万円） 

中に置いてあった TV モニター、ノートパソコン、iPad、タブレットが焼失。 

また買い直すとしたら予算約 10 万ペソ（約 20 万円） 

 

10 万ペソで建て替えることで業者と合意。前金 5 万ペソを渡して材料を購入。クボタハウ

スの建設が終わり次第作業に着手する。 

 

 

TV モニター、ノートパソコン、iPad は順次購入予定。予算 5 万ペソ。 

 

  



ジープ（2015 年にクラウドファンディングで購入） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

大破。修理するならかかる期間は約 2 ヶ月。かかる費用は約 15 万ペソ。 

新しいものを購入することも検討中。購入および塗装で予算 23 万ペソ。（50 万円） 

思い出深いデザインなので、なるべく元の状態に近い形で再現したい。 

 

スタッフの努力によってエンジンが復活。修理することに決定。15 万ペソの予算のうち、

今のところ 5 万 5 千ペソを消費。走る状態にはなったので、椅子や内装の取り付けに入る。

3 月中に乗れる状況を復帰させ、4 月～5 月に再塗装して元の状態になるべくもどす予定。 

 

バイク（2018 年に支援者と共同購入） 

 

完全に故障。修理不可能なので買い替え予定。買い替え予算約 4 万ペソ。（10 万円弱） 

 

支援者がお金を足して前のものよりも少し品質のいいものを購入。HOJ の出した金額は前

回と同じ 4 万ペソ。 

 

 

  



その他、被害を受けた物品 

 

 

緊急時用ジェネレーター。修理費用 4000 ペソ。修理不可能なら購入予算約 1 万ペソ。 

修理できたのでそのまま使う。修理費用 1500 ペソ。 

草刈り機。修理不可能なので中古品を購入予定。予算約 1 万ペソ。 

近々購入予定。 

ガス台。もともと調子も悪かったので新品を購入予定。予算約 3000 ペソ。 

新品を購入。1700 ペソ。 

スペアタイヤ 2 本。熱でボロボロになってしまったので購入予定。予算約 1 万ペソ。 

購入済。8500 ペソ。 

消火器 7 本。使用済み。より高性能なものを 10 本購入予定。予算 4 万ペソ。 

購入済。17000 ペソ。 

トランポリン。こちらで買えるトランポリンを購入予定。予算 8000 ペソ。 

購入予定。 

 

 

1/16 の火災で大きな被害がでました。概算で 185 万円～200 万円が復旧に必要でしたが、

支援の呼びかけに多くのかたが応えてくださり、1 月末までに、275 万円が集まりました。

本当にありがとうございます。 

 

2/17 現在までに、50 万ペソを建物の修復に、32500 ペソを電気工事に、55000 ペソをジ

ープ修理に、4 万ペソをバイクに、54100 ペソを冷蔵庫や消火器などの備品購入に充てま

した。合計額は 68 万 1000 ペソ（約 145 万円）になります。以降も買いそろえるものや、

改良していくのにかかる金額を計算すると、おおむね、当初予定していた 200 万円におさ

まりそうです。 



余剰金の使途 

ありがたいことに、少し多めにお金が集っているので、まずは、同じ火災で電気配線を一

新することになった、協働しているサンロケ小学校に、電気工事費用として 20000 ペソを

寄付してきました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

まだすべての復旧を終えてみないと、どのくらいの余剰金額が出るか分かりませんが、み

なさまからいただいたお金を、正当に、有意義に使うために、以下のような使途を考えて

おります。 

 

１．こどもたちの歯科検診と治療 

２．地元消防署への装備寄付 

３．敷地内の防犯、防災のための設備の拡充 

 

他にも、「こういう使いみちがいいのでは？」といったご意見や、ご質問がありました

ら、以下の連絡先までご連絡ください。よろしくお願いいたします。 

 

 

ハウスオブジョイ 

澤村 信哉 

sawamura@hoj.jp 
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